
事業所名   フラワー小姓町(事業所全体）

２　目標達成計画 作成日：　平成　30年　12　月　11　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13
勤務の都合もあり、外部研修に参加する職員が
少ない。

1人1回は外部研修に参加する

日常の支援を振り返りながら、個々でスキルアッ
プしたい分野を知る取り組みを行う。また、勤務
時間中に研修に参加できるようなバックアップ体
制を整える。

12ヶ月

2 34
年2回総合避難訓練を行っているが、夜間を想定
した訓練を近年実施していない。また、4階建て
の施設で、現状の訓練回数が適当か。

夜間想定の訓練を実施する。訓練回数を増やす。
法人内の他事業所の取り組みを参考にしなが
ら、夜間想定の訓練を年1回行う。又、各ユニット
単位での部分訓練も年に３～４回実施する。

12ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入して下さい。なお、挿入した際は、印字状態を必ず確認して下さい。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】

※　「１　自己評価及び外部評価結果」を評価機関から受領した時点で、３「サービス評価の実施と活用状況（振り返り）」と併せて作成します。



事業所名   フラワー小姓町（すみれ）

２　目標達成計画 作成日：　平成　30年　12　月　11　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 35
トイレ誘導の際に、他者の前で「トイレに行きま
しょう」等の声掛けをしてしまう時がある。

利用者様の自尊心を傷つけるような声掛けは行
わない。

月1回のユニット会議で一人ひとりにあった声掛
けの仕方を確認しながら、理解を深めていく。

6ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入して下さい。なお、挿入した際は、印字状態を必ず確認して下さい。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

※　「１　自己評価及び外部評価結果」を評価機関から受領した時点で、３「サービス評価の実施と活用状況（振り返り）」と併せて作成します。

【目標達成計画】



事業所名   フラワー小姓町（たんぽぽ）

２　目標達成計画 作成日：　平成　30年　12　月　11　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 37
利用者一人一人のペースを大切にし、日々のそ
の人らしい暮らしをして頂く。

利用者様の現状や個性を大切にし、各々の生活
習慣が1日の過ごし方を尊重し、その人なりの
ペースで生活して頂くように支援する。

職員側の決まりや、都合を優先するのではなく、
利用者様のペースを尊重するように心掛ける。

12ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入して下さい。なお、挿入した際は、印字状態を必ず確認して下さい。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

※　「１　自己評価及び外部評価結果」を評価機関から受領した時点で、３「サービス評価の実施と活用状況（振り返り）」と併せて作成します。

【目標達成計画】



事業所名   フラワー小姓町（コスモス）

２　目標達成計画 作成日：　平成　30年　12　月　11　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 27
カンファレンスにおいて、今後実践して行くことに
なったことが、本当に実行されているのか、経過
等の記録が十分になされていない。

カンファレンスの内容をスタッフ全員が良く理解し
実践していく。その経過を踏まえ、より良い支援
が提供できる。

通常の記録については、黒字で記入しているが、
新しく実践していくことについては青字で記入し、
状況が落ち着くまでそのまま継続して記入する。

6ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入して下さい。なお、挿入した際は、印字状態を必ず確認して下さい。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

※　「１　自己評価及び外部評価結果」を評価機関から受領した時点で、３「サービス評価の実施と活用状況（振り返り）」と併せて作成します。

【目標達成計画】


